
平成 25 年度～平成 27 年度特別研究 

「地震ハザードマップ作成のための土地の脆弱性情報の効率的整備に関する研究」 

に関わる成果公表リスト 

 

［研究報告書］（3 件） 

・国土地理院調査研究年報（平成 25 年度，平成 26 年度，平成 27 年度（予定）） 

 

［発表論文］（2 件） 

（査読付き）（1 件） 

・中埜貴元・小荒井衛・宇根寛（2015）：地形分類情報を用いた液状化ハザード評価基準の再考．

地学雑誌，124，2，259-271． 

 

（査読無し）（1 件） 

・中埜貴元・小荒井衛・須貝俊彦（2014）：液状化が発生した利根川・鬼怒川旧河道における物理

探査．第 24 回環境地質学シンポジウム発表論文集，15-20． 

 

［学会等発表］（6 件） 

・中埜貴元・小荒井衛・神谷泉（2013）：土地条件データを用いた地震ハザード評価基準の再検討，

日本地理学会 2013 年秋季学術大会． 

・中埜貴元・小荒井衛（2014）：利根川旧河道の地下比抵抗分布と地表の土壌水分率との関係，日

本地球惑星科学連合 2014 年大会． 

・中埜貴元・神谷 泉・小荒井衛（2014）：航空レーザ反射強度データと地表土壌水分率及び地形

分類との関係，日本写真測量学会平成 26 年度秋季学術講演会． 

・中埜貴元・小荒井衛・須貝俊彦（2014）：液状化が発生した利根川・鬼怒川旧河道における物理

探査，第 24 回環境地質学シンポジウム． 

・中埜貴元（2015）：リモートセンシングデータを用いた 250m メッシュ微地形区分の細分化手法

の検討，2015 年日本地理学会秋季学術大会． 

・中埜貴元（2015）：航空レーザ DSM データへの地形量解析の適用による地表粗度分類の検討，

日本写真測量学会平成 27 年度秋季学術講演会． 

 

［その他］ 

・公益財団法人日本測量調査技術協会 GIS 部会講演会「国土地理院地理地殻活動研究センターにお

ける最近の地理情報解析研究」にて研究内容を講演．2014 年 11 月 18 日． 

・50m メッシュ地形・地盤分類作成手法の成果について論文執筆予定． 

・上記査読付き発表論文の中埜ほか（2015）は，『鈴木康弘編（2015）：防災・減災につなげるハ

ザードマップの活かし方，岩波書店』で引用された． 
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